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着々と進む浅木小学校防音改築工事

三月に完成した広波．地内立体交叉

町民の動き

く

遠

賀

町

今

年

の

主

な

で

き

ご

と

〟

昭
和
四
十
三
年
も
わ
ず
か
の
余
日
を

残
す
の
み
で
終
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
こ
の
一
年

工
、
総
工
費
四
、
一
三
九
万
円
、
建

策
延
両
親
一
、
一
九
二
平
方
米
、
四

十
四
年
三
月
完
成
。

◎
町
措
定
金
融
機
関
の
設
置

町
瀬
田
月
号
に
詳
報
。

◎
新
町
誕
生

役
場
愛
団
地
。
敷
地
面
談

約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
十
月

古
発
足
。

◎
遠
賀
川
局
自
動
改
式
交
換
局

舎
建
設
。四

ペ
ー
ジ
に
記
載
。

◎
国
道
三
号
練
歩
逆
（
遠
賀
川

－
千
代
丸
□
）
完
成

長
さ
二
、
五
〇
〇
米
、
巾

を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
次
に
あ
げ
る
こ
と
は
一
般

的
な
行
虹
や
郵
菜
を
除
い
た
い
わ
ゆ
る

亜
大
な
で
き
ご
と
を
か
か
け
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

◎
巣
立
遠
賀
壁
請
等
学
校
移
転
工
郵

開
始

現
在
の
八
幡
区
折
尾
町
則
松
か
ら

町
内
上
別
府
商
家
地
内
に
移
転
。
敷

地
一
五
五
、
二
六
八
平
方
米
、
建
築

面
談
一
一
、
六
二
〇
平
方
米
、
昭
和

四
十
五
年
度
開
校
、
生
徒
数
約
六
〇

，○名。
◎
浅
木
小
学
較
鉄
筋
望
最
築
工
禁
札

工
第
二
期
工
疎
と
し
て
八
月
六
日
諸

一
、
一
米
左
右
両
側
。
三
月
三
十
一

日
完
成
、

◎
逝
鎮
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
桑
足

相
識
四
月
号
に
紀
減
。

◎
新
都
市
計
画
法
施
行
に
伴
う
北
九
州

都
市
圏
域
に
含
ま
れ
る

昭
和
四
十
四
年
六
月
か
ら
新
都
市

計
画
法
が
発
効
す
る
に
当
り
連
荘
町

も
北
九
州
都
市
圏
（
北
九
州
市
中
闇

市
、
刈
田
町
、
遠
賀
郡
四
町
、
鞍
手

町
）
の
一
翼
を
に
な
っ
て
仲
間
入
り

す
る
予
定
。

◎
コ
ミ
火
葬
場
共
同
処
理
施
設
建
設

決
定

淫
毀
節
減
、
能
率
向
上
の
た
め
郡

内
四
ケ
町
で
共
同
施
設
を
作
っ
て
処

理する。

◎
昭
和
四
十
三
年
度
遠
賀
町
公
営
住
宅

西
町
田
地
建
股
工
疎
着
工

第
二
種
住
宅
、
木
造
平
屋
建
一
〇

戸
、
敷
地
面
積
二
、
四
八
一
平
方

米
、
工
費
七
三
万
円
、
四
十
四
年

三
月
完
成
。

⑥
芦
屋
南
方
線
－
鹿
児
島
本
線
、
国
道

三
号
線
立
体
交
叉
完
成

町
報
四
月
号
に
記
載
。

◎
高
瀬
野
中
線
通
路
拡
巾

炭
坑
離
職
者
緊
急
就
労
部

薬
。
長
さ
一
、
四
〇
〇
米
、

曳
ハ
、
五
米
、
工
費
一
、
0

0
0
万
円
、
昭
和
四
十
四
年

一
一
万
完
成
。

◎
山
手
線
、
鬼
津
屋
崎
間
伐
襲

工
密
着
工

防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定

煎
鱒
薬
。
長
さ
一
、
一
五

〇
米
、
舗
装
巾
員
五
、
五
米

工
費
一
、
0
0
0
万
円
、
昭

和
四
十
四
年
弄
．
歳
。

◎
異
常
秘
密
、
イ
モ
チ
肺
に
よ
る
稲
作

被
害
発
生

気
無
条
件
に
よ
る
イ
モ
チ
病
発
生

と
十
月
二
十
囲
早
二
十
五
円
陣
鍾

に
よ
り
反
当
平
均
被
害
敗
約
二
ハ
○

キ
ロ
グ
ラ
ム
。

◎
池
利
商
店
九
州
土
崩
誘
致
決
定

十
一
月
、
契
約
。
町
有
地
西
町

広
場
に
茶
南
工
場
建
設
。
敷
地
面
積

九
、
二
三
四
・
七
二
平
方
米
（
建
物

及
び
附
嵩
施
設
∴
岬
0
0
平
方
米
）

◎
水
道
押
葉
拡
張
工
部

防
衛
施
設
周
辺
民
仕
安
定
護
憲

葉
。
昭
和
四
十
三
年
痩
分
と
し
て
水

道
送
配
水
管
布
製
工
事
、
緩
衝
業
毀

三
、
四
〇
九
万
円
（
内
、
補
助
金

二
、
〇
咽
五
万
円
）
、
中
間
冷
水
域

か
ら
別
府
地
内
ま
で
約
七
、
四
四
〇

米
。
昭
和
四
十
四
年
度
に
は
別
府

か
ら
尾
崎
、
鬼
津
ま
で
配
管
す
る
予

定。
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第1回　年次別米価と生産費

（150キログラム当り）
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第2次生産鼓 

昭和42年産米生産費と35．41年産米との対比
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高
騰
を
続
け
る
米
生
産
費
と

頭
打
ち
が
予
想
さ
れ
る
米
価

四
三
年
産
米
生
産
者
価
格
は
、
政
府

在
庫
米
の
増
加
も
か
ら
ん
で
、
例
年
以

上
大
も
め
に
も
め
、
八
月
十
三
日
よ
う

や
く
二
五
〇
キ
ロ
当
り
二
万
〇
六
七
二

円
（
昨
年
に
比
べ
六
・
四
劣
引
上
げ
）

に
決
ま
っ
た
こ
と
は
記
櫨
に
新
た
ら
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
三
五
年
頃
ま
で
安
定
し
て
い
た

物
価
は
、
日
本
経
済
の
膨
警
因
と
し

て
上
昇
し
、
生
産
者
米
価
も
第
一
図
で

見
ら
れ
る
と
お
り
毎
年
か
な
り
急
テ
ン

ポ
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

も
賃
金
や
農
薬
用
品
の
値
上
り
等
を
考

え
る
と
さ
ら
に
一
〇
劣
以
上
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
。

政
府
在
庫
米
の
激
増
や
消
費
者
物
価

の
急
騰
が
批
判
さ
れ
て
い
る
と
き
、
今

後
の
生
産
者
米
価
の
大
巾
の
高
騰
は
整

さ
れ
ず
、
農
民
の
対
策
と
し
て
は
如
何

に
し
て
安
い
、
し
か
も
美
味
し
い
米

を
作
る
か
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

昭
和
四
二
年
産
米
項
目
別
生
塵
較
お

よ
び
三
五
年
・
四
一
年
と
の
対
比
表
は

申
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
肥

料
費
は
価
格
が
割
合
に
安
定
し
、
第
二

位
震
具
賞
に
該
っ
た
。

三
五
年
に
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一
七
三

時
間
を
襲
し
て
い
た
労
働
時
間
は
四
二

年
に
は
二
二
九
時
間
と
二
〇
弟
減
も
少

し
労
働
節
約
の
効
果
は
か
な
り
蕃
し
い

が
、
労
賃
の
高
騰
は
こ
れ
重
夫
き
く
上

回
り
、
集
箋
上
昇
の
最
大
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
又
労
働
を
節
約
す
る
た
め

の
機
械
化
は
、
そ
れ
な
り
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
が
、
他
面
大
型
機
械
導
入
に

比
べ
経
営
耕
地
は
鉱
夫
出
来
ず
、
媛
核

化
貧
乏
の
声
も
出
て
、
肥
ゆ
る
の
は
農

戯
異
種
だ
げ
だ
と
の
批
判
も
あ
る
。

今
後
刈
取
機
や
田
楠
旗
の
導
入
に
よ

り
益
々
農
具
嬰
が
壇
加
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
真
剣
に
大
農
具
の
共
同
利

用
或
は
請
負
耕
作
そ
の
他
に
よ
る
規
模

拡
大
に
努
力
し
な
け
れ
ば
生
産
費
は
上

昇
し
、
米
作
に
よ
る
農
家
の
所
得
の
増

加
は
期
待
さ
れ
な
く
な
っ
て
来
る
。

展
林
省
福
岡
統
計
関
義
務
所

北
九
州
蛭
前
地
区
統
計
調
整
官

金
　
子
　
彦
　
二

円
％

数
比

実
対位単

そ
の
間
米
の
生
産
費
も
、
労
賃
の
高

騰
や
そ
れ
に
伴
な
う
綬
核
化
に
よ
る
農

具
費
の
増
加
等
の
た
め
上
昇
し
た
が
、

四
一
年
填
ま
で
は
園
内
産
米
の
不
足
勝

ち
の
せ
い
も
あ
り
、
米
価
の
上
昇
は
生

産
費
の
そ
れ
を
上
回
り
、
鹿
家
の
手
取

り
も
増
加
し
た
。

然
し
四
二
年
産
米
の
生
産
頭
は
監
林

省
の
調
査
に
よ
れ
は
、
一
五
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
り
一
万
二
・
〇
五
七
円
と
前
年

に
比
二
四
着
も
上
り
、
四
三
年
産
米

次
の
と
お
り
と
な
る
。

す
な
わ
ち
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り

生
産
墾
一
三
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、

二
〇
三
と
六
年
間
に
倍
増
し
、
資
本
利

子
や
地
代
を
除
い
た
直
接
生
産
費
で
も

一
七
六
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
鼓
も
上
っ
た
の
は
農
具
寅

の
二
八
五
で
、
諸
材
料
費
・
賃
料
料
金

・
労
働
費
が
約
二
倍
程
度
と
こ
れ
に
続

い
て
い
る
。

か
っ
て
は
労
働
費
に
次
い
で
生
産
費
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鬼
∴
薄

入
江
　
鈴
子

小
野
冨
美
子

浦
野
∴
誼
雑

念
噛
フ
ミ
手

輪
郭
∴
専
一

舛
添
∴
鵬
葵

舛
添
と
き
子

舛
添
　
久
代

村
元
ヒ
ロ
子

井
口
　
正
文

二
村
∴
高
著

二
村
∴
正
落

三
原
　
高
志

三
原
　
裕
敏

太
田
俊
一
郎

太
田
湘
舞
楽

大
塚
　
邦
子

竹
森
∴
蟹
英

系
∴
莫
油
腫

秦
　
佐
代
子

粂
∴
∴
賢
一

竹

森

一

博

伊
藤
　
正
憲

門
司
∴
鍵
代

門
司
千
恵
子

林
　
　
裕
子

林
　
　
細
江

畑
生
　
和
典

畑
生
ひ
ろ
み

原
田
み
え
子

松
井
　
芳
子

松

井

　

悟

松
井
　
悦
子

三
粍
　
文
昭

峰
∴
∴
梯
子

安
部
　
利
昭

今
村
　
幸
男

大

西

一

一

田
中
は
ぎ
江

前
山
　
純
子

藤
田
　
文
男

藤
沢
　
蒸
尊

古
川
　
博
行

松
本
美
佐
子

松
本
　
　
昭

松
患
∴
継
子

艶
∴
鴻
　
　
上
田
　
敏
美

大
境
∴
碇
泊

奥
田
千
津
子

矢
野
美
津
忠

矢
野
　
態
敏

以
上
の
方
々
で
す
が
他
に

就
職
就
学
の
た
め
町
外
へ
転

出
さ
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ

ます。尚
も
し
謁
減
モ
レ
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
深
く
お
わ
び
申

上
げ
る
と
と
も
に
至
急
御
連

絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

該
当
者

自
照
二
十
三
年
一
月
一
六
日

至
〃
二
十
四
年
一
月
一
五
日

の
間
に
出
生
し
た
者

一
月
十
五
日
は
一
成
人
の
ロ
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ
れ

ば
、
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生

さ
ぬ
こ
う
と
す
る
高
年
を
粗
い
は
げ
ま
す
」
祝
日
で

あ
り
ま
す
。
遠
賀
町
で
も
皆
様
の
御
成
長
を
心
か
ら

お
祝
い
し
又
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
来
る

珊
和
四
十
四
年
一
月
十
五
日
の
記
念
行
事
に
は
皆
様

是
非
御
参
加
下
さ
い
。

尚
お
町
内
左
記
の
方
々
が
隣
れ
て
成
人
の
日
を
迎

え
る
方
々
で
す
。

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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遠
賀
川
自
動
電
話
交
換
局

起
工
式
な
る

昭
和
四
十
四
年
度
産

水
稲
冬
期
管
理
に
つ
い
て

ど
承
知
の
よ
う
に
遠
賀
川
局
に
お
き

ま
し
て
は
、
十
月
八
日
今
古
賀
字
賀
船

に
土
地
面
談
一
八
〇
・
八
一
平
方
米
に

よ
る
局
舎
起
工
式
が
終
了
い
た
し
ま
し

た。
種
々
公
社
で
は
、
今
の
磁
石
式
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
で
か
け
ら
れ
る
自
動
式
に
す

る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年
八
月
頃
迄

に
、
ほ
う
大
な
設
備
没
資
を
お
こ
な
い

各
種
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
自
動
改

式
を
お
こ
な
う
わ
け
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
お
使
い
に
な
っ
て

い
る
敬
語
番
号
が
変
っ
た
り
遥
柱
を
建

て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
い
ろ
い

ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
当
地
域
発
展
の
た
め
又
は
公
社
の

も
つ
公
共
讐
こ
理
解
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
倍
旧
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ます。な
お
、
次
の
点
に
お
気
を
つ
げ
く
だ

さい。一
、
自
動
改
式
時
に
は
、
公
社
の
毀
匝

い
た
し
ま
し
た
唾
転
機
は
全
部
と
り

か
え
い
た
し
ま
す
が
、
自
営
の
砥
話

澱
の
と
り
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

早
目
に
自
営
発
着
に
こ
相
談
く
だ
さ

二
、
包
括
の
申
し
込
み
手
数
料
を
い
た

だ
い
た
り
、
鴛
捜
露
債
券
の
た
た

き
売
り
を
す
ゝ
め
る
預
貸
な

業
者
に
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

三
、
新
し
い
家
を
建
て
た
り
、

家
の
改
造
を
さ
れ
る
場
合
は

早
目
に
ど
計
画
さ
れ
、
が
な

ら
ず
襲
譲
の
配
管
工
謡
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
公
社
で
は
、
自
動

改
式
前
は
移
転
等
工
革
能
力

の
関
係
で
、
中
止
し
た
り
、

配
管
工
密
の
で
き
な
い
と
こ

ろ
は
雲
脂
を
お
付
け
出
来
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

願い〃
又
は
、
水
路
の
傍
に
、

は
、
家
屋
の
新
築
・
増

石
雑
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

、
町
と
必
ら
ず
立
会
、

行
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

m
　
碧
き
れ
い
に
菜
上
っ
た
も
の

ー

患
家
の
皆
様
に
は
水
稲
の
収
穫
諷
蛙

で
御
多
忙
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
年

は
水
稲
栽
培
の
全
般
に
わ
た
り
悪
天
、

低
温
に
よ
り
例
年
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
か
っ
た
り
イ
モ
チ
病
か
大
発
生
し
叉

十
月
二
十
四
日
⊥
千
五
日
に
は
霜
が

多
量
に
障
り
良
質
籾
を
お
と
さ
れ
農
家

に
と
っ
て
は
最
低
の
年
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
い
て
は
こ
れ
等

対
策
を
先
般
普
及
所
を
中
心
と
し
て
各

港
導
捜
関
で
冬
期
管
理
、
イ
モ
チ
痛
対

策
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
の
で
次
の
密

項
恵
等
の
上
管
理
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
稲
ワ
ラ
の
遭
元

こ
れ
は
イ
モ
チ
痛
と
関
連
が
あ
り
イ

モ
チ
病
菌
の
越
冬
は
筏
官
わ
ら
、
雑
草

等
に
よ
っ
て
越
冬
し
蕃
暖
か
く
な
り
気

温
が
上
昇
し
（
2
0
授
C
以
上
）
適
当
な

る
湿
度
が
あ
る
と
イ
モ
チ
菌
は
聖
を

形
成
し
そ
れ
が
飛
散
し
て
苗
イ
モ
チ
病

の
発
生
の
原
因
と
な
る
。
ま
た
被
害
わ

ら
が
斑
嫌
状
態
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
イ
モ

チ
菌
は
4
～
5
年
生
存
す
る
。
被
害

わ
ら
は
腐
敗
す
る
と
窃
坐
し
て
い
る
イ

モ
チ
病
菌
も
死
滅
す
る
の
で
被
害
わ
ら

は
堆
肥
か
圃
場
に
散
布
し
て
腐
敗
さ
せ

る。〇
位
わ
ら
を
投
入
さ
れ
る
場
合
は
三
つ

切
り
に
し
て
1
2
月
～
2
月
迄
に
入
れ

そ
の
後
匝
ち
に
耕
蒸
し
腐
敗
さ
せ
る

こと。

。
ュ
0
ア
ー
ル
当
り
の
投
入
宜
は
四
8

倍
～
五
〇
〇
毎
で
排
水
の
良
否
で
盈

を
変
え
る

。
稲
わ
ら
の
投
入
後
の
あ
ま
り
は
圃
場

に
野
請
せ
ず
早
目
に
圃
場
よ
り
持
去

ら
な
い
と
イ
モ
チ
病
が
多
く
な
る
。

o
稲
わ
ら
を
入
れ
新
造
が
遅
れ
る
し
薪

水
が
悪
く
雑
輩
が
多
く
な
る
の
で
錮

継
を
入
れ
排
水
に
つ
と
め
る
。

二
、
苗
代
の
笛
理

。
酋
代
の
予
定
地
は
波
頭
し
土
地
宥
風

化
さ
せ
る
。

。
有
機
物
の
没
入
は
冬
期
に
完
熟
域
把

を
m
ア
ー
ル
当
り
一
、
8
0
旬
入

れ
よ
く
土
と
混
合
さ
せ
る
。

。
新
道
は
出
来
る
だ
け
浅
動
し
圃
城
を

均
平
に
す
る
（
3
～
4
回
親
睦
）

三
、
種
子
の
確
保

o
本
年
の
籾
は
日
照
不
足
及
び
イ
十
チ

病
菌
に
お
か
き
れ
千
粒
浬
が
聴
く
完

全
樹
が
少
な
い
の
で
種
子
は
播
秤
量

の
二
割
程
度
を
多
く
採
親
し
で
お
く

こ
と
。
又
塩
水
選
を
お
こ
な
い
同
便

憲
子
に
使
用
の
こ
と
。

o
採
秘
す
る
時
は
イ
モ
チ
病
菌
の
少
な

い
も
の
を
選
び
塾
十
滴
誌
を
お
こ
な

う。
四
、
重
力
ル
の
施
用

。
珪
カ
ル
の
施
用
は
労
働
力
の
少
な
い

農
家
は
冬
期
に
施
用
を
さ
れ
て
も
よ

o
施
用
丑
は
最
低
二
九
〇
勾
施
用
の
こ

と。
〇
秒
質
地
溝
の
秋
落
ち
の
し
や
す
い
所

は
平
炉
浮
の
施
用
が
よ
い
。

経
済
課
脂
導
線

遠
賀
町
青
年
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

結
蓋
な
財
産
を
こ
わ
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
五
誌
に
な
り
ま
す

の
で
、
工
疎
を
さ
れ
る
前
に
お
気
軽

に
係
ま
で
こ
連
絡
下
さ
い
。

役
甥
土
木
課

遠
賀
町
宵
卒
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ます。筒
じ
ゅ
ん
益
金
は
年
末
助
け
あ
い
運

動
に
容
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

御
協
力
し
て
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
二
十
二
口
牛
後
六
時

三
十
分
か
ら

主
催
　
遠
征
町
高
年
連
絡
協
韓
へ
云

葦
住
着
舛
添
矩
山

会
費
一
五
〇
円

場
所
　
遼
狩
野
公
民
館

わ
か
ら
な
い
と
き
は
尾
崎
高
幡
五

和
氏
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

（
電
話
八
二
三
）
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国
　
際
　
人

十
二
月
十
日
は
、
一
九
四
八
年
十
二

月
十
日
に
世
界
人
権
宣
言
か
採
択
さ
れ

て
か
ら
丁
度
二
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
国
際
連
合
で
は
こ
の
年
を
国
際

人
権
年
に
指
定
し
、
人
権
の
分
野
で
過

去
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
整
磐
田
際

的
に
再
評
価
す
る
と
と
も
に
人
権
塊
渡

の
諸
活
動
を
一
層
強
化
す
る
た
め
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
は
、
戦
争
の
名
の
も

と
に
極
度
に
拘
束
き
れ
て
い
た
個
人
を

束
縛
か
ら
解
放
し
て
、
自
由
な
活
動
を

保
障
し
、
健
全
な
発
展
を
ね
が
い
自

由
、
平
等
　
平
和
が
調
毒
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
っ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
と
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す。
わ
が
国
の
憲
法
も
こ
の
考
え
方
に
た

っ
て
個
人
の
尊
厳
、
法
の
下
の
平
等
、

薬
袋
、
結
社
、
富
強
、
出
版
の
自
由
な

ど
を
み
と
め
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
戦
後
二
十
三
年
の
闇
に
こ

の
こ
と
が
ひ
ろ
く
一
般
に
高
め
ら
れ
、

正
し
い
権
利
藷
と
そ
の
主
張
が
さ
か

ん
に
な
り
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に

容
は
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
反
面
、
近
時
、
人
権

の
名
の
も
と
に
他
人
の
人
権
を
平
然
と

無
視
し
た
り
、
あ
る
い
は
蝕
鮭
を
強

い
て
勝
手
に
襲
う
人
達
が
多
く
み
ら

れ
る
こ
と
は
牽
っ
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま

す。
私
達
は
こ
の
よ
う
な
郊
嬢
を
避
け
住

耀
　
革

み
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
自
己

の
権
利
を
主
張
す
る
も
の
は
、
い
か
な

る
場
合
に
も
同
じ
権
利
が
自
分
以
外
の

他
の
人
に
も
ひ
と
し
く
醒
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
ま
ず
自
覚
し
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
こ
の
際
深
く
反
省
す
べ

き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

北
九
州
人
権
謀
議
奮
農
怒
套
お
よ

び
福
岡
法
務
局
北
九
州
善
用
で
は
、
こ

の
謀
っ
た
人
権
行
使
の
嚢
が
ぬ
る
場

合
に
は
こ
れ
を
い
さ
ゝ
か
な
り
と
も
是

正
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
記
念
す
べ
一
幕
T
に

あ
た
り
、
藁
の
一
つ
と
し
て
左
記
の

と
お
り
特
捜
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
問
題
に
関
す
る
も
の
、
土
地
、
家

屋
に
関
す
る
も
の
、
金
銭
貸
借
関
係
な

ど
民
事
一
般
の
も
め
ど
と
や
、
離
婚
、

相
続
な
ど
家
庭
開
国
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
擾
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
あ
り
秘
密
は

絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
員
は
、
人
繚
嬢
護
委
員
お
よ
び

福
間
法
務
局
北
九
州
支
聾
で
あ
り

ます。
北
九
州
人
権
説
擾
義
貞
協
議
会

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局

「ロ

人
権
（
法
律
）
相
談

遠
賀
町

白
幡
　
十
二
月
十
七
日

場
所
　
町
公
民
館

受
付
時
間
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三

時
ま
で

火
の
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

寒
さ
が
増
す
に
つ
れ
て
火
災
が
起
り

や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
さ
き
に

発
表
さ
れ
た
消
防
白
雪
に
よ
る
と
昨
年

は
件
数
も
額
薔
薇
も
死
者
も
戦
後
波
高

と
い
う
本
当
に
情
け
な
い
語
録
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
原
因
の
九
四
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
が
不
注
意
か
ら
起
っ
た

失
火
で
す
。
言
い
か
え
る
と
殆
ん
と
の

火
災
が
「
火
の
用
心
」
さ
え
し
て
お
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
す
。

輩
か
ら
こ
わ
い
も
の
の
代
名
詞
に
、

地
度
、
雷
、
火
野
、
親
父
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
現
在
の
科
学

の
力
の
も
と
で
は
地
簾
を
除
い
た
ほ
か

は
み
ん
な
の
注
意
と
努
力
に
よ
っ
て
十

分
に
さ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

○
雷
は
語
気
の
怯
境
を
よ
く
知
っ
て
避

宙
針
等
で
疎
放
を
書
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

○
こ
わ
い
お
父
さ
ん
も
常
に
親
奉
行
を

し
て
お
れ
ば
決
し
て
こ
わ
く
あ
り
ま

せん。

○
火
敦
も
一
人
一
人
が
火
の
元
に
注
意

を
す
れ
ば
寧
J
さ
な
い
で
す
み
ま
す

お
そ
ろ
し
い
火
災
に
よ
る
悲
劇
を
な

く
し
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
ふ
だ
ん
か
ら
火
災
予
防
の
東
灘

を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

近
所
で
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
や
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
火
災
に
よ
る
死
亡
語

頭
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
と
き
に
は

「
火
の
用
心
」
の
関
心
が
特
に
高
ま
り

ま
す
が
、
や
ゝ
も
す
る
と
そ
の
瀬
が
過

ぎ
て
、
関
心
が
う
ず
く
な
り
が
ち
で
す

み
ん
な
で
火
災
を
起
さ
な
い
よ
う
に

次
の
こ
と
を
厳
守
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
竃
や
城
穀
に
消
火
器
や
消
火
用

水
を
鯛
え
て
お
く
こ
と
。

一
、
ガ
ス
器
具
な
ど
は
常
に
十
分
に
盤

傭
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

一
、
た
ば
こ
の
吸
い
か
ら
を
完
全
に
始

末
す
る
こ
と
。

一
、
石
油
コ
ン
ロ
は
完
全
に
践
働
き
れ

た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

一
、
煙
突
は
と
き
と
き
掃
除
を
し
て
ひ

び
割
れ
や
蹟
通
邸
が
こ
げ
て
い
な
い

か
を
た
し
か
あ
る
こ
と
。

一
、
残
り
火
は
完
全
に
始
末
し
て
下
さ

一
、
火
災
が
起
っ
た
と
き
は
落
ち
つ
い

て
阜
く
消
す
よ
う
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
消
防
団
本
部
に
早
く
通
報
す
る

こ
と
。
（
遠
賀
川
二
九
番
）

籍
議
話
の
場
合
は
「
O
L
を

ま
わ
し
て
遠
賀
川
属
を
呼
び
出
し
て

「
二
九
番
」
と
言
っ
て
下
さ
い
。

漆

蕊

N

N

蕊

N

蕊

蕊

N

N

N

蕊

N

慈

N

N

N

蕊

薄

師
走
に
　
そ
な
え
　
て

昭
和
四
十
三
年
度
も
あ
と

旬
日
、
師
走
は
金
や
人
の
動

き
が
激
し
く
あ
わ
た
だ
し
さ

で
人
々
は
落
ち
つ
き
を
か
ぎ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
ス
辛

を
狙
っ
て
秘
件
部
故
が
多
い

の
か
巌
末
で
す
。

歳
末
は
－
し
ん
な

犯
罪
が
多
い

ひ
っ
た
く
り

○
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
は
右
に
抱

え
て
右
側
通
行

〇
一
人
で
大
金
は
持
ち
歩
か
な
い

○
明
る
い
人
通
り
の
多
い
逆
を
通
る

空
　
巣

○
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
習
慣
を
、
見
え

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

○
留
守
に
す
る
と
き
は
隣
に
頼
む

○
現
金
、
婁
讐
間
は
小
分
け
し
て
し
ま

●つ忍
び
込
み

○
寝
る
前
に
も
っ
一
度
戸
締
り
を
、
カ

○
防
犯
灯
で
外
は
明
る
く
内
は
暗
く

詐
　
欺

○
と
か
く
歳
の
雅
は
だ
ま
そ
う
と
す
る

方
も
必
死
…
…
つ
ま
い
口
車
に
の
ら

な
い
よ
う
に

辻
強
盗

○
給
料
日
は
早
目
に
帰
る

0
暗
い
逆
を
さ
け
て
人
通
り
の
多
い
逆

を
え
ら
ぶ

痴
漢
防
止

○
夜
間
婦
女
子
の
一
人
歩
き
は
し
な
い

こ
と

○
こ
の
ご
ろ
の
痴
漢
は
轟
で
誘
う
の
か

手
、
こ
ん
な
と
き
は
た
め
ら
わ
ず
キ

ッ
パ
リ
断
る
こ
と

○
幼
め
帰
り
な
ど
で
お
そ
く
な
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
家
人
に
連
絡
し
適

当
な
所
ま
で
出
迎
え
て
軍
っ
こ
と
。

右
の
よ
う
轟
件
は
本
人
さ
え
し
っ

か
り
し
て
お
れ
ば
十
分
に
防
げ
る
こ
と

ば
か
り
で
す
。
み
ん
な
で
防
犯
に
気
善

く
は
り
寡
か
ら
も
近
所
か
ら
も
驚
賽

を
出
さ
ぬ
よ
う
お
互
い
に
協
力
し
ま
し

ょう。

折
尾
警
察
地
区
防
犯
協
会

折
　
尾
　
奮
∴
察
∴
蜜
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南新南新薪斬新南新新種新高

資
産
税
第
三
期
分

限
　
1
2
月
釦
日

～

納

期

限

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

年

末

年

始

の

役

場

事

務

役
紫
霧
は
例
年
の
と
お
り
十
二
月

二
十
八
日
午
前
中
で
今
年
の
「
御
用
納

め
」
を
い
た
し
ま
す
。
一
月
三
豊
ま
で

は
窓
口
一
般
彊
務
の
受
付
け
取
り
扱
い

を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
特
に
印
錘
旺
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
二
十
八
日
以
降
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
必
襲
な
方
は
年
内
の

二
十
八
日
午
前
中
ま
で
に
用
件
を
す
ま

せ
て
お
い
て
下
き
い
。

た
だ
し
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
の
届

出
期
間
に
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
当
確
者
で
取
り
扱
い
毒
し
ま
す
。

田
畑
の
耕
作
面
積
及
び
大
農
兵
の

異
動
に
つ
い
て
の
申
告
〃
（
再
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
鐘
年
十
二
月

未
ま
で
に
役
場
税
務
係
苑
に
由
告
を
し

て
頂
く
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
の
方
が
異
動
に
関
す
る
申
告

を
怠
り
課
税
後
に
申
し
出
ら
れ
る
た
め

税
務
軍
務
に
多
大
な
る
支
随
を
来
た
し

て
い
る
の
で
申
告
期
限
を
厳
守
し
て
下

さい。こ
承
知
の
よ
う
に
大
農
典
等
は
所
得

標
準
か
ら
特
別
経
費
と
し
て
差
し
引
い

て
汁
好
さ
れ
ま
す
の
で
念
の
た
め
申
し

添
え
ま
す
。

ア
、
耕
作
面
積
及
び
所
有
大
農
典
の
異

動
届
出
先
及
び
期
間

役
場
税
務
係
宛

自
昭
和
四
十
三
年
九
月

至
同
年
十
二
月

ィ
、
別
途
寝
際
に
該
当
す
る
大
盤
箕

は
ト
ラ
ッ
ク
タ
－
、
助
力
耕
う
ん
機

農
業
用
に
使
用
す
る
自
動
車
（
軽
白

も
含
む
）
ト
レ
ー
ラ
ー
、
乾
燥
機
牛

馬
な
ど

ウ
ー
所
有
櫛
を
移
転
さ
れ
て
も
耕
作
権

の
異
動
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
実
際

に
耕
作
面
積
が
異
動
し
た
分
を
申
告

し
て
下
さ
い
。

工
、
賃
料
、
借
料
に
つ
い
て
異
動
が
あ

っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
前
記
期
限
内

に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

農
薬
香
山
全
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の

作
成
は
毎
年
一
月
盲
現
在
の
接
戦
申

請
塵
に
基
つ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

近
く
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
由
描
蕾

用
攣
登
り
ま
す
の
で
、
昭
和
四
十
四

年
一
月
一
円
現
在
で
次
の
要
件
を
典
偶

さ
れ
て
い
る
方
は
一
月
十
円
ま
で
に
区

長
さ
ん
霊
じ
て
て
〕
嶺
町
賎
業
委
員

会
苑
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
遠
賀
町
に
住
所
を
奄
す
る
も
ゥ

※
年
令
二
十
才
以
上
の
も
の

昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日

現
在
で
減
二
十
才
で
あ
る
こ
と
、

従
っ
て
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日

以
前
に
出
生
し
た
も
の

※
一
〇
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
耕
作
の
薬
猿
を
営
む
署
及
び
そ

の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者

で
、
隼
田
お
お
む
ね
六
〇
日
以
上

耕
作
に
従
牡
す
る
も
の

交
通
事
故
相
談
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

奴
近
交
通
部
故
の
激
増
に
伴
な
い
本

町
に
お
い
て
も
多
数
の
枝
番
者
が
出
て

い
ま
す
。
法
律
を
知
ら
な
い
た
め
に
少

数
の
不
満
な
補
償
金
で
納
得
さ
せ
ら
れ

た
り
、
け
た
外
れ
の
少
な
い
額
で
示
談

に
持
ち
込
ま
れ
た
方
も
見
う
け
ち
れ
ま

す。
補
償
金
な
ど
は
一
聾
示
談
で
解
決
す

る
と
後
で
璃
額
要
求
を
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
た
め

に
左
記
梱
談
義
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
の

で
遠
慮
な
く
こ
利
用
下
さ
い
。

螺
庁
内
交
通
安
全
対
策
室
内

交
通
疎
放
相
談
所

オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の

日
曜
学
校
開
校
の
お
知
ら
せ

コ
し

一
、
実
施
期
間
　
十
月
か
ら
毎
週
日
曜

日
二
、
実
施
地
所
　
粕
塵
郡
篠
栗
町
大
字

田
中
　
安
全
運
転
学
校

三
、
実
施
期
間
　
午
前
九
些
千
分
か

ら
午
後
三
時
ま
で

四
、
灘
習
内
容

の
改
正
辻
堂
父
適
法
お
よ
び
安
全
運

転
の
躾
礎
知
識

の
垂
両
点
検
要
領

㈲
運
転
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
視
聴
蛍
教

養
映
画
）

㈲
避
臆
適
性
検
禿
お
よ
び
運
転
通
性

と
郵
政
に
つ
い
て

㈲
視
聴
覚
敬
愛
（
映
画
）
～
衝
撃
の

記
録
そ
の
他

五
、
対
象

主
と
し
て
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
、
そ
の
他
運
転
免
許
所
持
者
で
希

望
す
る
も
の
一
回
の
翻
習
人
員
　
七

十
名
士
〇
〇
名

六
、
手
続
き

小
宴
灘
希
望
者
は
聖
…
に
聾
祭
器
ま

た
は
安
全
運
転
学
敬
に
口
頭
ま
た

は
珊
話
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
な

お
申
込
み
が
な
く
て
も
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
講
料
は
無

粋
で
す
。

㈲
運
転
老
必
雛
誼
と
し
て
安
会
議

読
本
を
一
部
五
十
円
で
有
償
配
付

し
ま
す
。

七
、
備
考

拙
習
内
容
そ
の
他
凝
固
の
点
に
つ

い
て
は
贅
籍
菱
過
疎
（
係
）
ま
た

は
安
全
運
転
学
校
へ
お
尋
ね
下
さ
い

安
全
遜
嬢
学
接

種
話
　
篠
栗
局

0
9
2
9
0
7
i
I
I
3
ル
1
0

（
学
校
の
付
近
に
食
堂
あ
り
）

民
生
委
員
就
任
に

前
期
民
生
委
員
が
本
年
十
盲
三
十

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
っ
た
た

め
去
る
十
一
月
十
三
日
民
生
委
日
経
せ

ん
会
に
於
い
て
左
記
の
方
が
今
期
民
生

委
員
に
推
せ
ん
さ
れ
十
二
月
一
日
か
ら

就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
董
浬
∴
∴
∴
生
食
　
隆
（
新
）

若
松
　
　
　
入
江
多
十
（
薪
）

広
澱
、
旧
停
　
石
橋
多
七
（
再
）

楼
之
本
、
逆
か
ん

寄

付

お

礼

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
懇
会
に
ご

寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
厚

く
お
礼
脅
し
あ
げ
る
と
共
に
誌
上
を

伯
っ
て
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
金
一
封

殺
柴
田
佃
乎
椴
香
典
返
し

今
古
賀
　
柴
田
茹
暦
∴
殿


